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飯
塚
橋
竣
工

足
立
、
葛
飾
の
両
区
を
結
ぶ
飯
塚

橋
が
こ
の
ほ
ど
竣
工
し
ま
し
た
。

こ
の
橋
は
、
足
立
区
大
谷
田
町
と

葛
飾
区
水
元
飯
塚
町
の
間
を
流
れ

る
中
川
に
架
り
、
長
さ
一
四
三
米

巾
九
米
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
立
派
な
も
の
で
、
昭
和
二
十
七

年
三
月
着
工
以
来
、
三
年
余
の
月

日
を
経
て
、
昭
和
三
十
年
八
月
十

八
日
に
竣
工
を
み
、
去
る
九
月
六

日
、
盛
大
な
開
通
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
ゝ
は
、
足
立
、
葛
飾
を
結
ぶ
重

要
な
交
通
路
で
あ
り
な
が
ら
、
今

ま
で
架
橋
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
昔

懐
し
い
「
飯
塚
の
渡
船
」
が
都
内

で
も
珍
し
い
渡
船
と
し
て
残
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
こ
ん

ど
の
竣
工
に
よ
つ
て
終
り
と
な
つ

た
わ
け
で
す
。

こ
の
飯
塚
橋
開
通
に
よ
つ
て
足
立

葛
飾
両
区
の
地
元
民
は
、
交
通
上

多
大
の
便
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

両
区
の
文
化
、
産
業
の
交
換
も
活

発
に
な
り
、
地
元
の
発
展
に
も
寄

与
す
る
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
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十
月
一
日

は

『国

勢

調

査
』

=
区
民
の
皆
様
御
協
力
下
さ
い
=

来
る
十
月
一
日
現
在
で
全
国
一
斉

に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
国
勢
調
査
は
、
統
計
法
の
定
め

に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
国
の
基
本
的

な
統
計
調
査
で
、
全
国
の
人
口
の

状
況
を
調
べ
、
政
治
や
、
行
政
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
統
計
を

つ
く
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

第
一
回
の
国
勢
調
査
は
、大
正
九

年
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
か

ら
ほ
ゞ
五
年
ご
と
に
こ
の
調
査
は

実
施
さ
れ
て
来
ま
し
た
。今
度
の

国
勢
調
査
は
第
八
回
目
に
あ
た
り

ま
す
。

調
査
は
各
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
、

次
の
八
つ
の
項
目
に
つ
い
て
調
査

し
ま
す
。

(
1
)
氏
名

(
2
)
世
帯
主
と
の
続
柄
(
関
係
)

(
3
)
男
女
の
別

(
4
)
出
生
の
年
月
日

(
5
)
配
偶
の
関
係

(
6
)
国
籍

(
7
)
昭
和
十
六
年
末
ま
で
に
生
れ
た

人
に
つ
い
て
九
月
二
十
四
日
(

土
)
か
ら
三
十
日
(
金
)
ま
で

の
一
週
間
の
就
業
状
態
、所
属

の
事
業
所
の
名
称
、所
在
地
お

よ
び
事
業
(
産
業
)
の
種
類
、

仕
事
(
職
業
)
の
種
類
な
ら
び

に
従
業
上
の
地
位

(
8
)
住
居
に
関
す
る
事
項

こ
の
調
査
票
を
調
査
日
(
十
月
一

日
)
の
前
に
各
世
帯
に
く
ば
り
、

こ
れ
に
世
帯
主
が
右
に
の
べ
た
(
1
)

か
ら
(
6
)
ま
で
の
事
項
を
記
入
し
て

お
く
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
(
7
)

と
(
8
)
の
事
項
は
、
国
勢
調
査
員
が

調
査
票
を
集
め
に
ま
わ
つ
た
と
き

に
世
帯
の
人
に
質
問
し
て
調
査
票

に
記
入
し
ま
す
。

調
査
は
以
上
の
如
く
に
行
わ
れ
ま

す
が
、
調
査
に
あ
た
つ
て
は
皆
様

の
御
協
力
が
な
け
れ
ば
正
し
い
結

果
は
得
ら
れ
な
い
の
で
調
査
員
が

伺
つ
た
と
き
は
、
あ
り
の
ま
ゝ
を

申
告
し
て
下
さ
い
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
よ
つ
て

個
人
の
秘
密
は
絶
対
に
保
証
さ
れ

て
お
り
ま
す
か
ら
、
安
心
し
て
お

答
え
下
さ
る
よ
う
区
臨
時
国
勢
調

査
実
施
本
部
で
は
望
ん
で
お
り
ま

す
。

第
二
次
自
衛
隊
員
募
集

申
込
十
月
十
一
日
ま
で

防
衛
庁
で
は
、
こ
の
ほ
ど
三
十
年

度
第
二
次
自
衛
官
募
集
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
度

は
前
回
に
比
し
て
半
分
の
募
集
期

間
中
に
約
一
倍
半
に
当
る
一
万
二

千
五
百
名
の
人
員
を
募
集
す
る
こ

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。区
内
の

志
願
者
は
、
次
の
要
領
に
よ
り
、

区
役
所
総
務
課
で
志
願
手
続
を
と

つ
て
下
さ
い
。

一
応
募
資
格

日
本
国
の
国
籍
を
有
す
る
心
身

強
健
な
男
子
で
昭
和
六
年
一
月

二
日
か
ら
昭
和
十
三
年
一
月
一

日
ま
で
(
照
和
三
十
一
年
一
月

一
日
現
在
十
八
才
～
二
十
五
才

未
満
)
に
生
れ
、
学
校
教
育
法

に
定
め
る
中
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
し
、か
つ
、自
衛
隊

法
第
三
十
八
条
の
欠
格
条
項
に

該
当
し
な
い
者

二
募
集
人
員約

一
万
二
千
五
百
名

内

訳
陸
上
自
衛
官約

一
万
一
千
三
百
名

海
上
自
衛
官
　

約
四
百
名

航
空
自
衛
官
　

約
八
百
名

三
受
付
期
間

九
月
十
二
日
(
月
)
か
ら
十
月

十
一
日
(
火
)
ま
で

四
試
験
期
間

十
月
二
十
一
日
(
金
)
か
ら
十
一

月
六
日
(
日
)
ま
で

五
試
験
科
目

簡
単
な
筆
記
試
験
、身
体
検
査

及
び
口
述
試
験
を
行
う
。

六
入
隊
予
定
期
日

陸
士
　
昭
和
三
十
一
年
一
月
中
旬

海
士
　
　
　

〃
　
　
　

一
月
上
旬

空
士
　
　
　

〃
　
　
　

二
月
上
旬

な
お
詳
細
は
直
接
区
役
所
総
務
課

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
作
成

九
月
十
五
日
現
在
で

足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

本
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
一
年
間

に
行
わ
れ
る
各
種
の
選
挙
に
使
用

す
る
選
挙
人
名
簿
を
本
年
九
月
十

五
日
現
在
で
作
成
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
る

も
の
は

一
、
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者

一
、
昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
日

で
、
満
二
十
才
に
達
す
る
者
(

昭
和
十
年
十
二
月
二
十
一
日
ま

で
に
生
れ
た
者
)

一
、
昭
和
三
十
年
九
月
十
五
日
現

在
、
東
京
都
の
二
十
三
区
内
に

引
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所
を
有

し
て
い
る
者
(
本
年
六
月
十
六

日
ま
で
に
都
の
二
十
三
区
内
に

転
入
し
、
九
月
十
五
日
ま
で
引

続
き
住
所
を
有
し
て
い
る
者
)

こ
の
調
製
に
は
主
食
配
給
台
帳
と

住
民
票
を
参
考
に
し
ま
す
の
で
、

も
し
も
住
民
登
録
を
行
つ
て
お
り

ま
せ
ん
と
登
載
洩
れ
の
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
か
ら
未
登
録
の
方
は
至

急
地
元
の
出
張
所
に
住
民
登
録
の

届
出
を
し
て
下
さ
い
。

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
な
い
と
、
来
年
行
わ
れ
る
各
種

選
挙
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

な
お
、
詳
細
は
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会

電
話
(
8
8
)
三
一
一
一
～
五

住民登録実態調査おわる

去
る
八
月
一
日
現
在
で

実
施
さ
れ
た
住
民
登
録

実
態
調
査
は
、
第
三
回

目
で
あ
る
た
め
区
民
各

位
の
御
理
解
と
御
協
力

を
得
て
非
常
に
円
滑
に

終
了
し
た
の
で
、
そ
の

結
果
の
概
況
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

総
世
帯
及
び
人
口

世
帯
　
七
二
、〇
九
八
　

人
口
三
二
四

、
九
九
三

こ
の
内
登
録
し
て
あ
つ

て
現
住
の
世
帯
は
七
一
、
三
九
四

、
人
口
は
三
二
一
、
一
六
〇
人
、
現
住
し
て
未
登
録
の
世
帯
は
七
一
四

、
人
口
三
、
八
三
三
人
で
、
登

録
し
て
あ
つ
て
不
現
住
の
世
帯
が

二
、
二
二
〇
、
人
口
九
、
六
〇
五

人
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
表
示
す
る
と

( 一) 調査前の登録者数

( 二) 登録者で不現住の者

( 三) 現住者で未登録の者

(四) 整理の結果現住登録数

で
あ
り
ま
す
。

住
民
登
録
は
、
選
挙
、
入
学
、
お

米
の
配
給
、
居
住
証
明
、
印
鑑
証

明
な
ど
皆
様
の
日
常
生
活
に
直
結

し
て
い
る
重
要
な
制
度
で
す
。
移

転
、
異
動
の
際
は
直
ち
に
そ
の
居

住
地
の
出
張
所
に
届
出
て
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第八回区民体育大会秋
の
祭
典

区
民
体
育
祭
開
幕

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を
迎
え
て
、
足

立
区
恒
例
の
区

民
体
育
大
会
が

足
立
区
、
足
立

区
教
育
委
員

会
、
足
立
区
体

育
会
の
共
催
に

よ
り
九
月
十
一

日
か
ら
十
月
九

日
ま
で
開
催
さ

れ
で
お
り
ま

す
。

各
部
競
技
大
会

の
日
程
は
下
表

の
通
り
で
す
が

文
字
通
り
の
区

民
体
育
祭
と
し
て
楽
し
く
区
民
の

皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
ゞ
く
よ

う
区
体
育
会
で
は
望
ん
で
お
り
ま

す

。

な
お
大
運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

次
の
通
り
で
す
。

第
八
回
区
民
体
育
大
会
運
動
会

昭
三
〇
、
一
〇

、
九

於
千
住
新
橋
運
動
場

1
ラ
ジ
オ
体
操
　
　
参
会
者
全
員

2
四
百
米
　
　
　
　
一
般
男
予
選

3
八
百
米
継
走
　
　小
・
中
学
生

4
魚
釣
り
競
争
　
　一
般
男
子

5
百
米
　
　
　
　
　
出
張
所
対
抗
男

子
予
選
　
一
般
男
子
予
選

6
五
十
米
　
　
　
　
出
張
所
対
抗
女

子
予
選
　
一
般
女
子
予
選

7
三
輪
車
競
争
　
　幼
児

8
走
巾
跳
　
　
　
　一
般
男
子
女
子
年

令
別
決

9
千
五
百
米
　
　
　一
般
男
子
予
選

1
0
ダ
ン
ス

1
1砲
丸
投
　
　
　
　一
般
男
子

、
女
子

年
令
別
決

1
2買
物
競
走
　
　
　婦
人
会
、
一
般
女

子

1
3二
百
米
　
　
　
　
一
般
男
子
、
女
子
予

選

1
4遊
戯

1
5望
遠
ま
り
け
り
　
一
般
男
女

1
6走
高
跳
　
　
　
　
一
般
男
子
女
子
決
勝

1
7
実
用
自
転
車
千
米
　
出
張
所
対

抗
男
子
予
選

1
8
六
百
米
継
走
　
　
会
社
、工
場
、

商
店
街

1
9五
十
米
　
　
　
　
出
張
所
対
抗
女
子
決

勝
、
一
般
女
子
決
勝
、
一
般

女
子
(
自
治
会
、
婦
人
会
)

2
0六
十
米
　
　
　
　
年
令
別
、
三
十
五
才

四
十
才
以
上

2
1四
百
米
　
　
　
　
一
般
男
子
決
勝

2
2
ス
プ
ン
レ
ー
ス
　
一
般
女
子
　

婦
人
会
、
自
治
会
、
出
張
所

対
抗

2
3綱
引
き
　
　
　
　出
張
所
対
抗

2
4四
百
米
継
走
　
　官
公
庁
対
抗
　

一
般
男
子
、
女
子
予
選

2
5
ス
エ
ー
デ
ン
継
走
　
一
般
男
子

予
選

2
6八
百
米
継
走
　
　出
張
所
対
抗
予

選

2
7
仮
装
行
列
コ
ン
ク
ー
ル
　
防
犯

防
火
各
支
部

2
8三
段
跳
　
　
　
　

一
般
男
子
決
勝

2
9百
米
　
　
　
　
　

出
張
所
対
抗
男
子
決
勝

一
般
男
子
決
勝

3
0千
五
百
米
　
　
　
一
般
男
子
決
勝

3
1実
用
自
転
車
八
百
米
　
一
般
男

子

3
2来
賓
競
技

3
3
ダ
ン
ス

3
4
ア
ベ
ツ
ク
競
走
　
一
般
男
女

3
5二
百
米
　
　
　
　

一
般
男
子
女
子
決
勝

3
6置
換
競
走
　
　
　
出
張
所
対
抗
一
般

男
女

3
7
ダ
ン
ス

3
8実
用
自
転
車
千
米
　
出
張
所
対

抗
決
勝

3
9二
百
米
継
走
　
　婦
人
会
対
抗

4
0壜
つ
り
競
走
　
　出
張
所
対
抗
一

般
男
子

4
1千
米
継
走
　
　
　
自
治
会
対
抗

4
2足
立
音
頭
　
　
　
婦
人
会

4
3五
百
米
　
　
　
　

一
般
男
子
決
勝

4
4円
盤
投
　
　
　
　
　
　

〃

4
5役
員
競
技

4
6八
百
米
継
走
　
　防
犯
防
火
支
部

対
抗
　
出
張
所
対
抗
決
勝

4
7
四
百
米
継
走
　
　
一
般
男
子
女
子

決
勝

4
8
ス
エ
ー
デ
ン
継
走
　
一
般
男
子

決
勝

4
9ラ
ジ
オ
体
操
　
　全
員

以
上

参
加
希
望
の
方
は
十
月
一
日
ま
で

に
区
役
所
体
育
係
又
は
出
張
所
へ

お
申
込
み
下
さ
い
。

=( 各部競技大会日程) =

=都 民 ゴ ル フ 場

江 北 橋 際 に 開 場=

区
で
は
か
ね
て
か
ら
荒
川
放
水
路

江
北
橋
際
河
川
敷
約
三
十
六
万
坪

を
都
か
ら
借
り
受
け
、
こ
ゝ
に
都

民
ゴ
ル
フ
場
を
建
設
す
る
計
画
を

立
て
、
本
年
六
月
頃
か
ら
そ
の
建

設
に
着
手
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
そ
の
一
部

約
一
万
三
千
坪
の
練

習
所
が
完
成
し
、
去

る
九
月
九
日
午
后
二

時
か
ら
、
開
場
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
「

東
京
都
民
ゴ
ル
フ
場

」
の
名
称
の
も
と
に

広
く
都
民
大
衆
の
た

め
の
ゴ
ル
フ
場
を
設

置
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。
資
金
そ
の
他

の
関
係
か
ら
観
光
日
本
株
式
会
社

に
委
託
経
営
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
て

お
り
ま
す
が
、
使
用
料
そ
の
他

み
な
大
衆
料
金
で
ゴ
ル
フ
の
大
衆

化
が
は
か
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

『
無
料
区
民
相
談
』
を

御
利
用
下
さ
い

第
三
水
曜
・
木
曜

◎
法
律
職
業
相
談

講
師
　
弁
護
士
　

職
業
安
定
所
職
員

第
一
・
第
三
木
曜

◎
金
融
相
談

都
商
工
指
導
所
員

毎
木
曜

◎
税
務
相
談

税

理

士

以
上
は
足
立
区
産
業
振
興
館
に
お

い
て
午
后
一
時
か
ら
四
時
半
ま
で

常
時
行
つ
て
お
り
ま
す
。
当
館
で

は
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
の
御
利

用
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

講演と映画の会
日時　9 月29 日 午 后1 時
場 所　 足 立区 産 業 振 興 館 公会 堂

演題　日米日ソ会談と今后の状勢について
講師　NHK 解説委員主幹
館理守男氏
映画　ひげのある天使(都映画)

主催　足 立 区 役 所( 入場無料)



区 政 の お 知 ら せ 第89 号 ( 4)

災
害
時
の
心
構
え

台
風
の
来
襲
に
備
え
て

「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
つ
て
来

る
」
と
は
、
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が

平
素
は
災
害
の
怖
ろ
し
さ
を
忘
れ

台
風
や
地
震
の
突
然
の
来
襲
に
よ

つ
て
更
め
て
そ
の
対
策
を
考
え
る

と
い
う
の
が
大
半
の
人
々
の
実
状

で
す
。
今
月
か
ら
来
月
に
か
け
て

は
台
風
来
襲
の
機
会
が
多
い
季
節

で
す
。
来
る
べ
き
台
風
に
対
す
る

平
素
の
心
構
え
と
し
て
、
次
の
こ

と
を
知
つ
て
お
き
万
一
の
場
合
に

危
険
か
ら
身
を
守
り
、
あ
わ
せ
て

被
害
を
最
少
限
度
に
と
ど
め
る
よ

う
に
努
力
い
た
し
ま
し
よ
う
。

◎
台
風
来
襲
に
つ
い
て

陸
上
に
お
け
る
風
力
の
判
断

風
速
　
　
　
　
　
　状

態

十
m
～
十
三
m
　
木
の
大
枝
が
動

く
。
電
線
が
鳴

る
。
か
さ
は
さ

し
に
く
い
。

十
四
m
～
十
七
m
　
樹
木
全
体
が
ゆ

れ
る
。
風
に
向

つ
て
の
歩
行
が

困
難
に
な
る
。

十
八
m
～
二
十
m
　
小
枝
が
お
れ
る
　

風
に
向
つ
て
歩

け
な
い
。

二
十
一
m
～
二
十
四
m
　
人
家
に
わ
ず
か

の
損
害
が
お
こ

る
。
樋
が
と
れ
煙

突
が
倒
れ
、

か
わ
ら
が
は
が

れ
る
。

二
十
五
m
～
二
十
八
m
　
樹
木
が
根
こ
そ

ぎ
に
な
る
。
人

家
に
損
害
が
お

こ
る
。

二
十
九
m
～
三
十
三
m
　
陸
地
の
内
部
で

は
め
つ
た
に
お

こ
ら
な
い
が
広

い
範
囲
の
破
壊

を
伴
う
。

三
十
三
m
以
上
　
被
害
は
い
よ
い

よ
甚
大

避
難
の
際
の
注
意

風
水
害
等
で
危
険
が
予
想
さ
れ

る
と
、
避
難
命
令
が
だ
さ
れ
る
か

ら
、
警
察
官
、
消
防
官
、
区
役
所

の
係
員
の
指
示
、
誘
導
に
し
た
が

い
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
に
避
難

す
る
こ
と
。
避
難
所
で
は
係
員
の

諸
注
意
、
気
象
情
報
、
災
害
情
報

そ
の
他
必
要
な
広
報
を
行
う
こ
と

に
な
つ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
絶

対
信
頼
し
、
流
言
飛
語
に
ま
ど
わ

さ
れ
る
こ
と
な
く
秩
序
の
あ
る
行

動
を
す
る
こ
と
。

台
風
来
襲
の
場
合
の
心
構
え

○
火
の
元
に
は
特
に
注
意
し
、
で

き
る
だ
け
水
桶
等
防
火
用
水
を

準
備
す
る
こ
と
。

○
停
電
に
そ
な
え
て
、
ロ
ー
ソ
ク
懐

中
電
灯
の
準
備
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

○
炊
事
が
出
来
な
く
な
る
場
合
に

そ
な
え
て
必
ず
握
り
飯
と
か
食

糧
品
を
最
少
限
度
一
日
分
ぐ
ら

い
準
備
す
る
こ
と
。

○
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に

ど
う
し
て
も
持
ち
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
切
な
品
と
食
糧

品
を
小
さ
な
一
包
と
し
て
準
備

し
て
お
く
こ
と
。

○
瓦
、
看
板
な
ど
が
飛
ん
で
怪
我

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
で
き

る
だ
け
外
出
を
し
な
い
こ
と
。

や
む
な
く
外
出
の
場
合
は
、
必

ず
毛
布
の
よ
う
な
も
の
で
頭
を

覆
い
、
な
お
高
圧
電
線
が
切
断

し
て
下
つ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

か
ら
感
電
し
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
す
る
こ
と
。

○
浸
水
の
中
を
歩
く
場
合
は
、
地

下
足
袋
な
ど
は
い
て
足
ご
し
ら

え
を
厳
重
に
し
怪
我
を
し
な
い

よ
う
に
、
又
マ
ン
ホ
ー
ル
、井

戸
及
び
プ
ー
ル
、
ド
ブ
等
の
危

険
場
所
に
は
危
険
の
標
示
を
し

て
あ
る
が
、
十
分
注
意
し
で
き

る
だ
け
道
路
の
真
中
を
歩
く
よ

う
に
す
る
こ
と
。

○
台
風
の
場
合
最
も
大
切
な
こ
と

は
、
屋
内
に
風
を
入
れ
な
い
こ

と
。
雨
戸
、
ガ
ラ
ス
戸
な
ど
は

風
圧
に
よ
つ
て
吹
き
飛
ば
さ
れ

ぬ
よ
う
又
浸
水
の
場
合
流
木
等

に
よ
る
破
損
か
ら
守
る
た
め
、

外
側
の
む
し
ろ
や
ご
ざ
を
し
つ
か

り
し
た
杉
材
な
ど
で
打
ち
つ

け
て
お
く
こ
と
。

○
看
板
、
日
除
け
な
ど
は
で
き
る

だ
け
切
り
は
ず
し
、
や
む
を
え

な
い
場
合
は
、
ロ
ー
プ
な
ど
で

し
ば
り
つ
け
補
強
す
る
こ
と
。

○
が
け
く
ず
れ
な
ど
予
想
さ
れ
る

が
け
の
下
の
家
屋
に
住
ん
で
い

る
方
は
、
い
つ
も
避
難
で
き
る

よ
う
準
備
し
て
お
く
こ
と
。

衣
生
活
改
善
講
習
会

区
で
は
去
る
八
月
十
日
か
ら

九
月
末
ま
で
衣
生
活
の
合
理

化
を
は
か
る
た
め
区
内
婦
人

団
体
を
対
象
と
し
て
、東
京

洋
裁
学
園
淸
水
登
美
、日
本

女
子
大
上
田
柳
子
両
女
史
及

び
第
一
製
薬
K
K
よ
り
講
師

を
招
い
て
衣
生
活
改
善
講
習

会
を
行
つ
て
お
り
ま
す
。

【
写
真
は
洗
濯
講
習
会
】

第 五 回 足 立 区 文 北 祭

=11月2日～11月6日=

足
立
区
、
足
立
区
教
育
委
員
会
、
足
立
区
文
化

団
体
連
盟
共
催
に
よ
り
、
恒
例
の
第
五
回
足
立

区
文
化
祭
が
、
菊
薫
る
十
一
月
二
日
か
ら
十
一

月
六
日
ま
で
、
芸
能
、
美
術
な
ど
左
記
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
芸
能
大
会

民
謡
、
詩
吟
、
長
唄
、
日
舞

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館
公
会
堂

日
時
　
十
一
月
二
日
か
ら
十
一
月
四
日

◎
青
少
年
芸
能
大
会

(区
内
小
・
中
学
生
)

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館
公
会
堂

日
時
　
十
一
月
五
日

◎
素
人
の
ど
自
慢
大
会
そ
の
他

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館
公
会
堂

日
時
　
十
一
月
六
日

◎
展
覧
会

洋
画
、
日
本
画
、
写
真
、
彫
刻

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館
展
示
会
場

日
時
　
十
一
月
二
日
か
ら
十
一
月
三
日

華
道
、
茶
道
、
書
道

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館
展
示
会
場

日
時
　
十
一
月
五
日
か
ら
十
一
月
六
日

◎
菊
花
大
会

場
所
　
足
立
区
産
業
振
興
館

日
時
　
十
一
月
上
旬

そ
の
他
十
一
月
二
、
三
、
四
、
六
日
の
四
日
間

日
本
間
で
俳
句
、
短
歌
、
茶
道
、
囲
碁
、
将
棋

の
会
が
催
さ
れ
ま
す
。


